
1. 導入編

1.3. 基本プロセス
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1.3.6. 伏図を図面更新する

自動生成モード

① 原設計図面（Drawingファイル）を開きます。

② 設計変更されたmidas eGen ファイルを読込む
eGenのファイル名が同じ場合は読込むことが出来ません。
eGenファイルを読込むと自動的に自動生成モードへ移動します。

③ レイアウト調整した図をテンプレートとして指定
同図面名の調整した部分を引き継いで図を生成します。

④ 伏図を自動生成します。

⑤ CADモードにて設計変更図の更新
リタッチした箇所はそのままに、設計変更した箇所を反映します。

⑥ 構造図面の完成
連続出⼒機能により、一括出⼒が可能です。

① 原設計図面を開く

⑥ 図面修正完成

③ テンプレートとして指定

伏図 図面更新-作業フロー

② 設計変更eGenファイル読込み

CADモード

⑤ 生成図面の更新

④ 設計変更図を自動生成

図面更新とは、一度作成した原設計図面に、eGenにて設計変更を⾏ったデータを反映させる機能です。
内部参照を⼊れ替えることで更新が⾏われます。




